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1. はじめに

 ト1:査唄境の尺さな変fL. や∵'t'・コ ミの発達iに伴い、幼児をとりまく. 文化的環境蓄 lr々激しく

変化してきている現代、幼児期における蹄楽教育の必要性は充分認識されており現場ではそ

の影fll拶様な1' i. 楽に対してそのf旨導法についてはさまざまな方法で取り組みがなされているu

∴. 'Jい. ♪た伏況の中でf｛1育κに要求されるもび)1よ、しりかりとした」、！1礎的な技術とさらにこれ

tz cこ適応て:' Rる能ノ」を身にり11ることであろう、1しかしながら限られた1年ll｝1でこれらの基礎

能力および指導方法を習得させることは至難な. ことであり、その指導内容や方法を模索してい

～5 c1. 功叫状であるtまた現rii、保肴. K' i寄 pW trにおいては・年次に学外実習を実施するところも

あり、増々実技指導の側廊不足がクローズ・γップされてきている。このような現状を踏まえ、

今回の訓査は学生が実習をどのように提え、また実習を通して幼児の膏楽教育に対する意識が

どのように変回するかを知り、その実態を把握したllで、音楽指尊のあり方を険討し、今後の

取り組みの資料とすることをII∫白とした、

2. 調査方法

 1'1・Lj. 一f｝iiH. ｝具j l98＝3∫r 67」きノJkj、 91‘ll｛り

 調鳶対象 . ド関女子i～三期大学保育科とll」ll県内の. ・短大の幼児教育科及び短人併設のF一一一保母

幾成所の二年そi三を支ir象とした。

 対象人数 実習前2‘t8名(収テ86名) 実習後274名(本学1〔｝5名〕

9



 調査方法 質問紙1こよv各項1. . 1を5段1砦の「i己評定及び'‘ll. 問事項について選・択1・1 Jlるllll筈を

求めた. 又一部rllll紀述｝1考式の質問もこころみた

3. 調査内容

 校外実習に川て、1と・要と思われる. 冴楽書旨樟の｝局を想定し、具体rlり事∫〔〔をあ目'て、ヨ旨導1祠後. (謳

学生の幼児音楽に対十るノ1‡ll哉がどのように変t11'1一るかを調. tFi:するものであ乱

           吉孔襲意:詰覧1｝周杏三C詐タトづξ習に「固して) 198:31「｛1月

 この調査は、学外実習を日前にして、皆さんが、1、＝楽に冠してどの. . Lうな意:識を排・. 〕ている

かを知るためのものでオ. 現rliの状況をjLil！1:｛↓答えてドさい. 、

回答は、5段階で評lilliし、5(できる. ｝ ・1(だいたいできる1 :1〔ふ・. . ) '〕. 1 2(少しで'きるl

l (できない｝としますG6｛よ1薯lllなる》また18. 19Cよ、1. ｛(1)・二とば。「＞lll/rら途iび記｝｝で1111嘱しで

トさい、

1〕ピアノで歌の伴餐ができますか. 、              L＿⊥一 こしl 」

2) ピアノで、 ＝マ 一チ竹｛動きのリズムey Ficくことができますカ・ttt    ＋. 一一. . . 」   t.  . t .  、

3)子どもを兄ながら、ピアノを弾くことができますかlt      L L. に＿一一i . 1

'i )rどt 1:、はっ飼. 1と聞」えるよう11:11:うことヵ;できますかti ＿」. ・. 一一一

5｝口吉;聾て「'弼亀き:欣いみ「て:tき三匿…1雪力・、                  、  ・  仕. . . . . L  l

6｝ピアノ等の楽器がなくて:1::｛X'の指導ができよすかt/、       . . 一、  一一一t

7｝ゑ乃山月1の楽器がHlしく14iえますか、              、  。 1- 1 . 

8｝各ir令に「応じたこ上川し7増旨ミ学べ｝楽鴇寺をf吏りて置1襲σ)昔言乏草力/tてマ『き

  ;｝i『占'カ・                                 t  l  野  1  〕

9｝ リズムあそび・こ襲器あそび・;:険あそτメ等、あそび1セづ唖してゴ￥

  楽の指導ができますか一t

10)あそびを通した1'降楽の指糖で、そのねらいを達成できますかr

11) Sr:楽で:・身f乍. ノ乏」見←り1旨罵菖力。'きま'・レカ・、

12)実習に出るために、あなた1よ. 凶日に関することを準備できま

  したか。

t3｝章謡は練習できましたか. 

14｝あいさつの歌筈;生活の歌の練習ができましたか

15｝ 'マーチ篤護を糾i習で'き i輩 し. たカ・

16》その他に準備したこ二とがあt1ば詐いてドさい

                  a)

                  (2) 一. 一一一. 

                  ci) 一ny .  .  . 一 . …. . . 2. 一. 一一

17)実習にlhるに当＆. 、 r｝駈襲の指」草するび｝に. 11fl ;;｛alあ｝. ま'. 1一か1. 

18)今まで. 勉強してきた音楽の中でfLIJ13では何が役し匠っ1:趨隻い:k

  -1'か、、

 イ)Al≦   1. ')て欠i寧昌    、｝f←卜奏浸…

 へ)ピアノ ト)、t'夕一  チ｝fiil…

 ル)身tts ？(現 ヲ〕音楽リズム リ)ソtlxフ. L 一一ジ∴※

  ※ソルフ⊥・. 一ジ」1. : 1｝是ri酋・klJ lnL l・見/き・. ドノ ltul Ntll

r ・t :1 :' 1
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1y)あなたは実1レ1中1こ、どんなものを指導してみたいと思っていますか。

 臼わらべ唄  ロ〕絵ヵ・きうた   ハ)ことばあそび二)手あそびホ｝リズムあそび

 ・X｝ll三団あそび ト)フ. t・一クダンK チ)合奏     り)童謡   ス｝そのf山

         膏楽意識調査(彗～外実習に関して')1！｝831卜9月

 この1凋査は学ケト実習を終えて皆さ/しが跨楽に対してどのように意識が変ったかを知るための

ものです. 現ずIiの状況を正li！::に答えて一トさい、

ll且｝答は5段階で評lllliし. 5(できた) ・1(たいたいできた｝ 3(ふつう) 2(少しできたl

l(できなか一. Jた｝とし馴す、. (i2一一. 15は異なる)また1＆19t;ついては、ドのことばのII'から

i鎚θ㍉言納》｝. (・1111？ギL‘(ドさい、

1)ピγノで歌(ノ)1. 卜奏ができよ(. たか、、               5  4 3 ＝こ 巳
                             L＿＿＿＿」＿＿＿一＿. L一＿一＿＿＿一. ＿一＿＿」

2:1ピアノでマーチ導1助きのリズムを弾くことができましたか、I
                             t一＿＿. 」. 一＿＿＿＿」」＿一＿. 1一臨＿＿」
∫
S
 

)     jt一 :二. .  一t t  を 
t
L
t
 

4  ノ'ゴ 1)  1 ご '〆■  ノ  

を
: サ…iξ く  こ 」二  乃1 蟹6一 き  i藍  

し
 た カ'、

                             仁      「. .   一. . i一一一一一t. ＿＿」
‘llf・ど亡に13ン. きりと聞こえるように歌うことかできましたか. 、  1. . . . t. . . 一'一＿＿」＿＿」

5)暗譜で弾きi:J'Nいができよしたか
                             L＋一一 」.    一L-
6)ピアノ筈;の楽ll:÷がなくても::炊の指導ができましたかI     L. 」…一一↓一、＿. 一

7｝幼VLI川の楽器をIllしく使うことがで. き」二したか1
                             1    i一一. . . . ‘一. 一一一k . ＿. ＋

8＞各1卜全に応じた楽器の指導や楽器を使って青楽の指膿かでき

  ましたかi、
                             l    L一 . . 、i 一. ＿¶」」   1

y｝リズムあそび、楽:1:｝あそび、:」1あそび等を通して占楽の指導

  ができ:tしたか・                t一＿！＿斗. 一一」

1t)〕あヒびを通した俘楽グ》指導. ぐそのねらいを達成できましたか、. 
                             L. ＿ ＿ 匹. .  ▼＿己畠 臨 一
Iilドf楽で身体ノ～現4)指導ができましたか//、
                             1一. 一. 一＿1. . . ＿. i、＿. 」一
121実習に川るために、あなたカ㍉￥楽に関して準備したことが役   Fいたい  '1't'

                              『わ〕覧. ・ノ;  f'b'ft、t:「芝鰐二
  1. 二疏t;ま1. たカ㌦「                      i'｝∴「. ・〆.   1・'tt '.   ': ・;tt t・et

                              」   .    1    .   亀       1 .   ▼冒.  i

L3)あなたが練習したflら驚が役に滋仁ましたかtt/         1・ '乳 3 ＝ 1
                              
1. Vあなたが練習したあいさ・♪の歌下生沽び):;椥. t役に'tfちtliしたか. /1   . 一一L一. 、. 一一. L一＿、

15)あなたか練習したマーチ等が役に. 尻ちよしたか、
                             ＿. . .   」      し一
16)その他に準備したことで役｛∴立ったことがあれば、1｝いて. ドさ

  い(

       ①      ②      ③
17)実習に出て膏楽σ)指導が白f言もってできましたカ㌦        t:t : t':  'Y L こ'ポ♂
                             . '・きた』こ. . 、！・ ふ・、'ご. きたか. 、た
IR)今まで勉強してきた平楽のlliで. 現場で. け何が役に立ちまし  L. …」. . 」一｝」rr『一」

  たカ㌦

 . 狛合奏  ロ｝::蜘1菖   ハ｝f1礎1)i    二」占楽理論    ホ)指書軍法

 へ〕ピアノ  ト｝ギター   チ｝創ffii      リ)鑑賞       ズ｝編田i法

 ル1身体ノ～現ヲ跨楽リズム ワ1ソ」Lフ1. 一ンコ. ※ カ)幼1「己の轟＝楽教育法ヨその他

  ※ソルフ. L'-ージ. 1. :読1游・初巳視奏・初し己視ll昌・聴音等の総tfJl

I9)あなたけ実習噌4にどんなものを指導しましたかt

 f、わらべ唄 ll｝絵かきうtニ  ハ1ことばあそび二)r・あそびホ:1リズムあそび

 ・x｝蟻1剥あそび ト:1ツ. 1一. 一γダンス . )一. )合憂     り)聡謡   ス〉その他

ll 一一



20)夷習li1に青楽の書旨導をしていて困ったことがあればll｝いてトさいlt

21)子どもの音楽について実習前1:二9・えていたことと、実習後に感じたことをlll＝き有さい、

実習前

実習後

22)実習後、これからどんな疏楽の勉強をしな揖1ばならないと思いますか一一1

23｝その他幼児拓楽に関して感じたこと、考えたことがあれば雌いて下さい. t

4. 結果及び考察
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(9｝あそびを通した音楽の指潭
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 図ll、ia). . 一. 【17｝ま'. ζ'の各質問項llの自Ll評価をバ. 一tン1・で友わt. てみたそれぞれ5、4と

白己評lllliした. 1'〔;率か. 実習前、」＝り実習後か高くな・. ブぐいるのtt、実響前にこのような意識調査を

行な一. ・たことにより.  ':jl:生の実iViに対する意欲を喚起することになった結果と思われる。しか

し、実習前のlll∴1. iti:で質llljrC(ll:1よ・)ては無llll答がいるの【. L、実1↓？そのものに対して、なんとかな

るであろうということと、1又対にイン女グ)大きさ、傑レL・のうすさとも・考えられる。なかでも質問

｛1・1)のあいさつの高等生活の歌の練習にtlt しては、付属幼稚園の実習(二日間)で噂句でに経験し

ているにもかかわらず＼jl唄！11答という二とは実習に対しての意識のうすさ、無関心さそのもの

と思われるそれに対』して'夫;習後の無llll答1、t実習前と1壱:le;・あいか'異なると思われる。すなわち

実習先で質問σ)ような場而に遭遇しなか・一、たため経験できなか・. Jたという回答がなされている. 。

質問｛2)鳳外は実1ξ'1前より実習後の数植〔％｝が高くるンている。質問〔2)ピアノでマーチ等動きの

リズムが弾dるか、に'. . )いては:ll)・:・. た1)弾くことはできても、旦助きのリズムiこ関しては、子供

を兇4:h:. ら弾くことカ:'lll来なか・'たとメ母わ. tlる. 、図IIのJ. うに実1覗'1前後を｛1交の'r均とJ'L較L
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てみても、全体的に実習前より実皆後の平均値は高くなっている。特に質問｛8〕年令に応じた楽

器の指導や楽器を使っての音楽の指導に対する木品の平均値は実習前悪かったカ・S、先にのべた

ように実習前にこのような調査をした結梁、掌生の意識が喚起され、実習後高くなったとXi tt

る。
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16 音楽の指導に対する自信
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17 幼児の音楽教ffについての理論の勉強 ＿」1      . 1婁. 一一」 ‘   幽   t   ■」＿一■＿L＿F＿R ■       . 
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 〔1⑤実習前においては、学生が自らllli備したものがあるかという質問をし、実習後においては

準備したもので・役立ったものがあるかという質問に対して、実習前にll'1備しZ二ものにリズム遊

び、手遊び、指遊び、身体表現、季節行1‘に関するうたがあが・. . ・ている。実習後もこt. 1らの内

容があげられており、又実摺後ではマーチ、手作りのリズム楽器、ペーブサートや紙芝居るご使

用しての歌1唱指導が役立ったとのべているTlその他として、午睡用の曲、前奏曲、詞章歌導、

園の一・日の生活に関するものを実習前後ともに準備し、役立ったとのべているなむ己のi｛i問

に対する回答は非曽㌻に少なかった。

㈹今まで勉強してきた音楽の中で現場で何が役立つと思うか。又実習後において何が1貸立っ

且4 一



たか、i＝いう質問【∴対. ;'る結1樹. . t図川の. i1亘‘. である、

         図m 個今まで勉強してきた吉楽の中で現場で役立っもの
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 これを三棲の比率(％)｝:」七価してみると、. ドの長のような結果であるり
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を承いぐいるのが特徴である幼児は身体を通して様々なことを吸収し、・多くの経験をつみ重

ねて. 青楽的感覚をとらえさせていくことが左UJて㍉らるので＼この指・潭においては:、 しっか1. 〕と

した↑￥楽的II蕪礎ノ」を身につけたヒで、 r・供のうごきをみながらの一覧ll旨力が必. 要とされ. る。こ

こで身 fM(・・現の必要'1生が高い比率を示しているということは今後掌内においての取り組みをさ

らに険討'する必要があ・ると思われる、、

繭どんなものを指導したいか■1又実習後にわいてどんなものを指導したか、という質問に対

する糸lli果【. t.  1')(11v〔ノ. )」〔亘り'(:. ある
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いることを示し. ている。. 又合

と考えられる1'三校の実習前後の上1. ;率は. 表1. の通りである

           二こ、ヒ. )         t. . 正さlt・'1昨茸子妾二を. ilL亘し. (.  . ］一tら

                       そびが圧倒的にF:';;い比率で

                       ある、学:｛1. 泊身｛こ. も簡単で

     闘  鰍」腱が・・ll構・

      1瀧   と回忌用…ktとして
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                       ものてトはなかろうか、その
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 (21)子供の膏楽について実習前に考えていたことと実習後に感じたことの質問項目について実

1ぞ1前には子供にk;tする認識イ:足たとえば雰囲気づくりに努めれば. よいとか子供はついてくると

思った、ということ［i又ピアノがうまくひけるか、はりきりきこえる上うにうたえるかという

臼分自身の技術についてのイ:安、又歌のlli導が多いと思・. ♪たという指導内容に関するもの、そ

の他考えていなくて適亡liにやれば」こいというものまで様々なものが. しげられた. 、実習後これら

が認識不尼で子供」豊はなんで. も反応してくれリズム感も予想以上によく、音に対しても敏

感で一酎. 随び. tri1'il 」itLハt・高い・')・、一:・、・ヒ…ぞアノ砂'・:lfちが・、て縫よら鮒楓1ごよい

四分V)・1'£Mにk・1'・(一て騨なる鞍に1'ぎなか. ・たということ、榊1. 燃についても指導案通

りにはなかをかいかない;が他. 頑域と1弘き1穿きせて勉強する必要性が誰♪ること、子供たちの生活

の1揮常に1線力偏ので」幽で1・t 一4. 一まさt・ tj・く1精湘身の・ll襯磯ノ」をi渤る. 腰を感じt

心で弾くことカごた切であるといtt. . ｝たことがllげらま. . 1た。

                             〔22〕実習後これからどんな音楽の勉強
表mlμにれから勉サ垂1しなければならないと思・. . Jたこと

                            をしなけれ. 1ゴならないと思うか。とい

う質川に対し. て次のようなものがあげ

られた【:表川｝

｝' i 複数もりIlll簿力ご諺、るため1｛. )1. メ. . をこえ. るら

］7・



 123｝その他幼児三楽1こ関して感じたこと、・号えたことがあれほ∵1;きなさい. tとい. )問に対し. で

は表iivのような結果で'ある。

 幼児にとって膏楽は生活の一. 一部であり、. . . 1'・供の可能性をのばすための保育者の役割は重大で

ある. したがって保ず. f者は、. 基礎的技術f1・し. ・. ♪かり身につけ、指導法も心得え. ておぐ必要があ

る。又幅広い勉強をすることが大切である。

表IV                  5. まとめ
〔23)幼児音楽に関して感じたこと、. 考えたこと
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                              発遭iについて1;. 蹄義を'受・けているに. t'か
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                              なりえていない上うで. 実習にll. 1では

じめて子供の実態を認織し、把握してくるとい・. . ・た現状である ・方地域あるいは園によ・. )て、

指導ブ∫法やr勾容、あるいは. 了・供に対π1'る保育者〔1)姿勢筈力. ご千. 温帯別て㍉右・るこ二とを1司いlliること

ができる、学生は実習を通して今まで受身であった自分の学習態度を弩え11. '1:1一. 、保育r腎と〔. t. て

'必. 要な隊楽の技術や方法、またゴ・どもの. 置身三指j草に婦する隊え方を臼ら求めて1、・くき. ・かけを

得たといえる。調. 査の目的. も具体的にまた～. 令静に臼. 分を判1避斤すること、. そして」ξ成校でCノ. ｝. ll馴∫

的:学潔をし一. :・かりと身につけたヒで、将牽に続く学習3:欲を待たせる契機1こなるようにと. 渚噛. 

ている、

 なおこ(ノ)調i一K:iiはII'｛和58. 1卜1け/18「11 9 171に福岡1∫iも東筑紫短IUIノく学て'1. 1か. 1. . 1た、. . '卜:1. 11保母/li蕎成

協議会金国. 大会において1川一. i県楓立短ノく保育者ll看1成学季F臣巨絡協議会、控襲離会のii. ll究グ1し一フ

が発. 表した資料をもとにしたものである. . 
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